


富士宮市文化財調査報告書 第22集

一神田川ふれあい広場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一

1 9 9 6 

富士宮市教育委員会



表紙の題字は中村雅子氏の揮奄による



序

移り変わりが激しく、 多様な価値観にあふれる現代社会において、 豊かな人間性と限りない

可能性をもとめて、 新たな地域文化を創造しようとする国民の努力はめざましいものがありま

す。

こうしたなかで、 われわれの身近にある文化財、 わけてもすべての先人がこの国土と関わっ

てきた軌跡への高まりは著しいものがあります。 各地域における発掘調査の成果が、 広く国民

の注目を集め、 人々の大きな関心と期待のもとにおかれる状況は、 かつてみることのできなかっ

たことであります。

このたびの浅間大社遺跡の埋蔵文化財発掘調査につきましても、 ながく境内の地下に眠って

いた、 その時々の歴史の証が、 明らかにされていくことにあらためて感動すら覚えます。

しかし、 いまだ人類文明のあけぼのについての経過もさだかではありません。 その問題を解

明するためには、 発掘調査という地味な成果を徐々に積み重ねる以外に方法はありません。 こ

うして遅々ではありますが明らかにされつつある郷土の歴史は、 単に学術的意義のみならず、

今後の市民生活のなかに根づいた文化行政として、 大切に生かされていくべきであろうことに、

大きな意義を持たなければならないと思います。

最後になりましたが、 本発掘調査にかかわられました富士宮市、 ならびに富士山本宮浅間大

社の皆様をはじめ、 関係の皆様には心よりお礼申し上げます。

平成8年3月

富士宮市教育長 藤 井 國 利



例 戸

せんげんたいしゃいせき

1. 本書は静岡県富士宮市宮町1404-1他に所在する 「浅間大社遺跡」の第1次調査、 第2次調査

の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は神田川ふれあい広場整備事業に伴うもので、 富士宮市より調査依頼を受けて

富士宮市教育委員会が実施した。

3. 調査期間は第 1 次調査が平成 6年 8月 2 2 日から同年 1 0 月 7 日、 第 2次調査が平成 7年

9月 4 日から同月 30 日である。

4. 発掘調査は富士宮市教育委員会文化課学芸員馬飼野行雄、 同渡井英誉を調査担当者として

実施した。

5. 写真撮影は馬飼野、 渡井が行った。

6. 本書の執筆、 編集は渡井が担当した。

7. 浅間大社の歴史と調査との関連については文献史学の立場から、 渡井正二先生（富士宮市

教育委員会社会教育指導員）、 若林淳之先生（静岡学園短期大学学長） より玉稿を賜った。

8. 木製品の保存処理は、 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所西尾太加二氏にお願いし、 同

研究所内で実施していただいた。

9. 出土遺物のうち、 陶磁器類の鑑定については、 三島市教育委員会学芸員鈴木敏中、 辻真人

両氏、 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所足立順司氏、 島田市立博物館学芸員澁谷昌彦

氏にお願いした。

10. 調査用のグリットは、 発掘区を西から東ヘアルファベット順、 北から南へ算用数字順とし

て、 その北西側交点で呼称した。

11. 地形図遺構実測図に記す高度は、 全て海抜高度をもって示している。

12. 土器観察に記す色調は、 土器の最も広い範囲を専有する色合いを原則として取り上げてい

る。色調の観察は、 『新版 標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局） で補って

判断している。

13. 発掘調査および本書発刊に関する事務は富士宮市教育委員会文化課文化財係が担当した。

14. 本報告による出土品および記録図面、 写真などは、 富士宮市教育委員会で保管している。

15, 発掘調査から報告書作成に至るまで、 次の方々からご指導、 ご協力をいただいた。記して

感謝する次第である。（敬称略）

足立順司、 池谷初恵、 植松章八、 加藤政司、 佐藤達雄、 澁谷昌彦、 鈴木敏中、 辻真人、

西尾太加二、 松井一明、 若林淳之、 渡井正二、 渡瀬治、 富士山本宮浅間大社
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第1表 周辺の遺跡

番号 辿 跡 名 時 代
標高

m 
地目 種別 番号 辿 跡 名 時 代

標高
地目 種別

m 

1 浅間大社迎跡 縄文（早）、 古墳 、 中世 、 近世 120 境内 散布地 28 月の恰平迎跡 旧石器、 縄文 、 古墳（前） 125 放水路 集甜

2 大宮城跡 室町 130 宅地 城館 29 坊地上磁跡 縄文（早・中）、 古墳（前） 135 宅地 散布地

3 若の宮雌跡 古憤（前～後）、 中1ft 140 宅地 散布地 30 南部谷戸雌跡 旧石器 、 縄文、 古墳（前） 113 宅地 集甜

4 城山 迎 跡 古墳（前～後） 150 宅地 散布地 31 坊地南迎跡 古墳（前） 125 林 散布地

5 ニノ宮迎跡 古墳（前～後） 142 境内 散布地 32 月の給下迎跡 古墳（前） 110 放水路 集硲

6 琴平 遺 跡 古墳 144 他· 宅 骰布地 33 月の恰上雌跡 弥生（後）、 古墳（前）、 近泄 125 宅地 集蕗

7 福地神社屈跡 弥生（後）、 古墳（前） 138 境内 散布地 34 高 原城跡 中世 170 山林 城館

8 上 中 村 遺跡 弥生（後）～古墳（前） 140 宅•畑 散布地 35 奥山地雌跡 縄文（早• 前）、 古墳 133 謡 散布地

， 渋沢迎 跡 弥生（中）、近世 160 泄•宅 散布地 36 五反田遺跡 縄文（中）、 古墳（前） 113 宅地 散布地

10 根方迎 跡 古墳（前） 145 原·Ill 散布地 37 田 中迎 跡 弥生（後） 110 宅地 散布地

11 大中里坂上遺跡 縄文（中・後・晩） 135 煉·宅 散布地 38 杉林 迎 跡 弥生（後）～古墳（前） 100 畑 散布地

12 別所迫跡 縄文（後）、 弥生（中・後） 185 林・熾 散布地 39 下ヶ谷戸迎跡 弥生（後）～古墳（前） 103 i月 散布地

13 上ノ原雌跡 縄文（中）、 古墳（前） 172 畑 散布地 40 上高原遺跡 縄文（中） 132 佃 傲布地

14 大中里坂下迎跡 縄文（中・後）、 古墳 130 田揺 散布地 41 出口 遺 跡 縄文（中）、 古墳（前） 122 Ill 散布地

15 福伝迫跡 縄文（後）、 古墳 130 宅地 散布地 42 吉野屋敷 中・近世 75 宅地 城館

16 甲石瑣跡 縄文（中・後）、 古墳 130 宅地 散布地 43 石 敷 迎 跡 古墳（前） 110 田俎 散布地

17 東田遺 跡 弥生 、 古墳 、 奈良 、 平安 130 保育固 散布地 44 向田迎 跡 古墳（前） 115 宅地 散布地

18 貴船町雌跡 古墳（前～後） 120 小学校 散布地 45 虚空蔵社 古墳 古墳（後） 114 原野 古墳

19 西町 遺 跡 弥生（後）、 古墳（前） 120 宅地 傲布地 46 上石敷遺跡 旧石器、 縄文、 古墳（前） 120 田 集窃

20 羽衣町遺跡 弥生（後）、 古墳（前） 115 工携 散布地 47 中沢迎 跡 古墳（後）、 奈良 120 田 散布地

21 泉 遺 跡 弥生（後）、 古墳 、 平安 、 近枇 125 宅地 散布地 48 木ノ行寺遺跡 古墳（後）、 古墳（前）、 奈良 140 高校 散布地

22 滝戸 遺 跡 縄文（中・後）～古墳（前） 130 中学校 集・祭 49 寺内山ノ神古墳 古墳（後） 143 原野 古墳

23 野中向原迎跡 縄文（中・後）、 古墳（前） 140 宅地 散布地 50 三ツ室遺跡 縄文（前）、 古墳 155 田揺 散布地

24 野中中村遺跡 縄文（中）、 古墳（前） 127 宅地 散布地 51 丸ヶ谷戸遺跡 縄文（中・後）、 古墳（前） 175 謡 散布地

25 懇田向林遺跡 縄文（早） 155 宅地 集硲 52 時田雌 跡 縄文（中・後）、 古墳 192 伯 散布地

26 谷外辿跡 縄文（中・後）、 古墳 70 (ll熾 散布地 53 宝田遺 跡 縄文（中・後）、 古墳 、 中世 210 柑l 散布地

27 倭文神社迎跡 縄文（早）、 古墳（前） 97 境内 散布地 54 辰野迎 跡
縄文（早• 中～後）、 弥生（中）、 205 Ill畑 散布地
古墳
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N. 遺構と遺物

浅間大社遺跡の今回の調査地点における遺構は、 11世紀後半以降の土器を覆土中に内包する

大型の溝1と近世の井戸1基が主なものである（第8図）。これらは、 19世紀代になると人為的

に埋められているようで、近代まで継続しない。この項では、この2つの遺構について詳しい

解説をする。なお、近代から現代にかけても第8図に示したように石組、溝、杭列、畦畔など

が確認されており、何度かに亘る土地利用の様子が窺われる。それについても概要を述べるこ

ととする。

第1次調査と第2次調査は、 2ヶ年に亘るが、調査区が近接し、同一の遺構が両地区に跨がっ

ているので、ここでは両方を一括して扱う。

1. 近代～現代

第8図の遺構全体図で分かるように、形態の異なる石組みの遺構が、 9基確認されているが、

それぞれの時間的な位置づけや相互の関連などは、分からない部分が多い。

石組1と石組2はそれぞれ対応する石組で、 680cmの間隔を開けて平行して東西に延びるもの

で、互いに対面する側に面を持つ。両石組の石の石材は、周辺で産出される新富士火山の溶岩

（玄武岩）で、それを荒割して使われている。石自体の規格は、その面が約20cmから約50cmま

で測る四方の規格性に乏しいものであるが、控えが30,...,,_,40cm程度の均等の幅のものが選定され

ている。石の形は、角錐形に荒割されたものを基本形とするが四角形のものもあり、形の上で

も大きさ同様規格性は追えない。石積みは、石組1がC-2からD-2グリ ットにかけて小さ

めの石を2段に積んでいる状況が確認されているものの、他は1段分しか残っていない。石組

2は確認されている面での天端の高さが、ほぼ水平であるが、この部分は後述する溝1に掛か

り、基盤が軟弱なため、やや小型の石による 2段ないし3段の石積みが認められる。そのため、

石組の根は、 C-3グリ ットのCライン付近で最も深くな り、石組の東端とは比高差50cmを測

る。これらは、石垣で言うところの野石積みの技法で構築されているが、石の整形や石積みな

ど全体的に粗雑な作りの部分が多い。

石組2は、 D-3グリット内で消失し、それより東側では確認できないが、継続して延びて

いたものと思われる。そのグリッ ト内では、その石組の北側に側溝が付随していたようで、そ

の痕跡が明瞭に残る。

2つの石組が対になったこの構造物の年代は、石組1の裏込めに第10図ー6や第12図ー55の

陶磁器が含まれていたり、石組2が、 19世紀前半代の陶磁器を覆土中に含む溝1を切って構築

されているため、 19世紀後半以降に作られたものであると想定される。石組1の裏込めに明治

時代以降の陶磁器が認められない点からは、明治時代でも極めて早い段階に構築された可能性

が指摘できる。この石組は、その後、 一面シル ト層に覆われてその機能を停止しているが、そ

のシルト層内には19世紀後半,...,,_,zo世紀前半代の陶磁器の出土が認められる。

以上のように、この石組は、ほぼ明治時代の間に機能していた石組と理解され、その形状か

ら東西方向に延びる道状の施設が想定される。今回の調査では、唯一、現在の浅間大社の区画

と一致する遺構として、この石組を伴う道は評価され、神社に付帯した施設であったと捉えら

れるものである。具体的な神社との関連については、方向が現在の馬場と同一である点やその
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道幅がちょうど馬場の1/2である点などが上げられる。ただ、この道は、その西側に「鏡池」が

位置しており、直接西側に連続していないようである。この道の展開については、まだまだ十

分な検討が必要である。

石組3は、石組1と石組2の廃絶後に作られた円形の石組み遺構で、径250cm、深さ55cmの大

きさを測る。壁面は、残りの良い南側で、その上半部分に3段程度の玄武岩を主体とした自然

石による石積みが施される。石積みは、傾斜を持って積まれており、一番高い外側部分に最も

大きな石が使用されている。この石組は、後述する溝1の真上に構築されているため、その底

面は軟弱で、開口した土坑の状態では使用に適さないものであり、規模や形態より井戸などの

機能も考慮されるが、浄化した水の確保は極めて困難であると言わざるを得ない場所に位置し

ている。遺物などの出土も認められないため、この石組の詳細な性格は分からないが、現在の

神社境内に点在する多数の植木の根回しに見られる円形の石列に、その規模が類似する点だけ

は指摘される。

石組4は、 A,......,D-9グリットで東西に連続する石組で、幅90cm、深さ80cmを測る溝状の掘

り方に玄武岩を主体とした自然石を充填している。

石組5は、 B-8グリ ットの調査区西壁際で検出された石組で、 弧状に配石されている。石

は、ほとんどが玄武岩で、円弧の外側に幅50cm程度の大型の石を並べ、その内側に人頭大の石

が、ややまばらな状態で置かれている。石は、偏平のものが選定されており、平坦な面を作り

出すように並べられている。検出されている部分の状況では、径440cm程度の円形の配石が想定

される。

石組6と石組7は、幅140cm、深さ45cmを測る長方形の掘り方に、大小様々な石を充填してい

る。用途などは分からない。

石組8は、調査区内で長さ600cm程が確認されている暗渠で、 D-6グリットに位置する。こ

の暗渠の掘り方は、長方形の溝状で、幅50cm、深さ30cmを測り、その底面は、標高115.20m程

度で、ほぼ水平となっている。暗渠の内部は、両脇にlOcmX15cm程度の自然石を置き、天井石

として大きなもので蝠30cm,......,40cm、高さ20cmほどの、やや偏平な石を設置している。天井石の

両側には、裏込めとして拳大の石がはめ込まれ、天井石を固定している。これらの石によって

暗渠の中には、幅10cm、高さ12cm程度の空間が形成され、水路状の形状が想定される。ただ、

この遺構の先端は掘り方が立ち上がり、水路としては閉鎖した状況にある点は注意されよう。

そして、この部分には幅15cmほどで開口部が認められ、石の設置されない部分がある。これは、

連続した水の流出を目的にしたものではなく、この部分で、水量の調整をしたもののよ うであ

る。そのために底面を水平にしたり、先端に開口部を形成しているようである。いづれにして

も、この遺構については、調査範囲が限られているため、摂水の方法や具体的な排水目的など

分からない部分の方が多い。

溝2は、 C-6グリット内でほぼ直角に屈折する溝で、C-8グリッ トまでその痕跡が窺わ

れ、全長1550cmほどを確認している。蝠は50cm、深さ30cmを測る溝であるが、屈折部付近から

南側の溝1による影響のため地盤が軟質になっている箇所では、杭列として認識される。底面

は、標高115.20mほどを全域で測り、ほとんど傾斜していない。

石組8がこの溝2の屈折部に対応するよ うに方向を合わせ、近接しており、相互に関連して

いた可能性が指摘できる。
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第5表 出土遺物観察表1
(1 -136. 183. 187-193.195.196が第1次調査分）

口径 IJ径
番 サ 種別 器 種 底径 UI土地点 在 地 生程年代 備 � 

器麻(cm)
番号 は別 器積 底径 出土地点 荘 地 生西年代 備 ぢ

器麻(cm)
I 111茶防 9 7 溝1 瀬戸•美沿 12C後半 白¥i系Ill

第10図 5 3 1/·1存
3.1悶器 Ii口鉢 15 5 溝I 瀬戸・美i� !SC後半-19CII: J/.J以下存

第II図
3� 

2 山茶防 清l 湘戸•美冷 12C前半 白沈系II
第IO図 " 7 1/4以下存

35困器 Ji"ロ鉢 溝I 瀬0'. !I! 洛 18Cj父半-19CI� 1/,1以下(i
第II図

3 山茶茄 清I 瀬戸・災ill 12C後半 白先系Ill 36固骰 行平凩沼 5 4 表土 �, 戸 災洛 IBCI父W-t9C 1/2存
第IO図 7,1 1/-1存 第II図 16 I 

3 5 
4 山茶朗照 表土 瀬戸•美愕 12C-13C 底郎1/3存

第ID図 系捏鉢
37固器 行平凩 表土 湘戸・リ)ill 18Ci及'i'-19C 1/4以下Ii

第II図

5 山茶況 溝l 瀬戸•美沼 15CIJJ 白姪系X
第IO図 J/.J存

38向器 花器 清I 枡戸 ・ 美i� 2/.l存 底部ほぼ完
第11図 5 7 存

G 山茶院 石111 1 瀬戸·1!沿 1/,1 ti 
第10図 •1.5 

39困器 iも�I i青I 碩戸. 00沿 19C- 1/2 (i 底部た存
第II図 10 2 

7向器 小皿 II !i 溝I 瀬戸・美沿 15C後半 J/,J存
第10図 5 4 

40固器 灯明皿 111 消1 柑戸·OOi!I !SC末-19CIIJ クール・灰のct'l'I
第II図 l 6 物が日立つ 完存

2 6 1 9 
8 向器 小皿 II 7 清l 湘戸·芙召 !SC後半 1/4存

第10図 5 7 
41固器 i「明皿 11 3 溝l 瀬戸•美沿 18C末-t9CIJJ ク ール・灰の1-t'i'I

第II図 5 ,1 杓が目立つ
2 6 I 9 ほぽ完存

9 閑器 鉢 22 2 溝I 瀬戸 ・ 芙洛 15C前半 灰柚
第JO図 8 6 1/,1以下存

42困器 灯明m 10 3 溝I 瀬戸•美沿 !BC末-19CIIJ タ ール付11
第II図 5 0 開口部欠Ill

6 4 I 8 1/3存
10悶器 防 12 0 表土 瀬戸•美洛 15C後半 1/4以下存 43店器 灯明皿 10 I 溝I 瀬戸・央沿 !SC末-19CIJJ /Ill口部欠Ill

第10図 天目 第II図 ,I 7 1/4存
3 8 2 I 

11閑器 院 溝l 瀬戸•美洛 15C後半 底郎 1/4存
第10図 天目 4 7 

4,1悶器 灯明m 10 9 溝1 瀬戸·OOil'l !SC� ミ-I9CW IWl<l部欠Ill
第11図 4 6 1/3存

3 3 2、1
12閑器 防 111 溝I 瀬戸•美沿 17C前半 ほぽ完存 45固器 t「明皿 10 3 溝I 瀬戸 ・ 美沿 !8C末-19C1/J スス ・ 灰 ・ タ ール

第10図 白天目 3 7 第II図 ,I 5 付竹
6.7 2 2 2/3存

13店器 院 10 5 溝I 瀬戸•美洛 !7C前半 2/3存 庄部全1,1)
第10図 白天目 3 6 

�6困器 凶�↓円仮 溝l 傾戸. 00沿 !SCラl,-19CりJ•li 鉢破）；•
第II図 石『初）の逍具？

7 0 1/4以下存
14肉器 院 溝l 瀬戸 ・ 美沼 17C前半 1/3存 底部全�I

第10図 白天目 3 7 
47由器 ば鉢 清l 瀬戸·OOi!I !GCIJJ 1/,1以下存

第12図 （大窯第 1段硝）

15閲器 院 溝1 瀬戸•美襟 !SC後半 1/4存 底部全問 �8洵器 間鉢 溝l 瀬戸• 央沿 16C後半 1/•I以下存
第10図 天目 3 5 第12図 （第 3四半期）

（大窯第 1段僻）
16淘器 皿 12 8 湛l 瀬F'. 芙澄 l7C初頭 菊花

第10図 7 4 （志野） 1/2存 底部全周
49淘器 間鉢 溝I 瀬戸·災浮 IGC後半 1/4以下存

第12図 （大窯第4段閉）
2 9 

17店器 [I 11 15 溝I 瀬戸•美沿 17CりJ,fi 1/2存
第10図 6 0 （志野） 底郎1/2存

50因器 店鉢 33 5 I�I 瀬戸. 00沿 !SC前半 1/•I以下存
第12図 13 9 

2 0 15 5 
18困器 皿 111 清l 瀬戸 ・ 美i� l7C初頭 1/3存

第10図 5 9 （志野） 底部1/2存
51店器 揺鉢 3 6 7 i/1/1 栢戸• 美楼 l8Cii! 半 1/4以下存

第12図
2 5 

19由器 皿 9 9 溝I 瀬戸•美襟 17C初頭 1/3存
第10図 5 4 （志野）

52困器 ば鉢 27 G I青l �n戸・災沿 IBCI前半 1/4以下存
第12図

I 6 
20困器 Ill 10 9 溝I 瀬戸•美洛 17C前半 灰袖 1/4存 53店器 紐鉢 清I 瀬戸・美沿 !BC前半 1/4以下I+

第10図 5 8 第12図
1.85 

21困器 皿 13 I 溝I 瀬戸•美沿 17C前半 九皿 灰柚 5-l固器 揺鉢 溝l 瀬戸•美揆 IBCi友半 1/4以下存
第10図 1 9 1/4以下存 第12図

2.8 
22店器 紡 溝I 瀬戸•美沼 18C役半 1/3存 底部全周 55因骰 紐鉢 石lftl 瀬戸 ・ 美沿 JSC後半 I/� 以下存

第IO図 3.7 第12図

23固器 防 表土 瀬戸 美澄 !SC後半 l/� 以下存 56固器 福鉢 3'1 0 溝I 瀬戸• 美洛 18C後半 1/4以下存
第JO図 5 9 底部1/2存 第12図

24因器 院 10 5 溝I 瀬戸•美召 !SC後半 灰釉
第10図 4 0 平院『せんじ』

57因器 ほ鉢 清I 栢戸•美浮 IBC前半 1/� 以下存
第12図 1,1.7 

5.2 2/3存
25悶器 碗 9 2 溝I 瀬戸• 美沿 !BC後半 灰柚と鉄釉の掛け 58困器 ば鉢 35 5 清1 瀬戸 美洛 19C 1/3存

第II図 4 0 分け （楼
底

箔
部

院
1/

）
2 5 4 1/2 存 存

第13図 15 3 
14、1

26阻器 防 8 2 消l 栢戸• 美溶 ISC後半 ヨロイ茶防 59肉器 tn鉢 清I 瀬戸・災沿 IBC役半 J/,J以下仔
第II図 1/·1以下存 第12図

27悶器 皿 溝I 湘戸・芙洛 IBC後半 灰柚•鉄桧
第II図 7 3 型紙ずり

60悶器 柑鉢 清I 淋戸. 00沿 ISCi父半 1/� 以下存
第13図

2/3存 底部全問
28困器 香炉 5 9 溝I 瀬戸•美洛 18C後半-t9C代 2/3存 底部全周 61困器 ばH 溝l 碩戸•美沿 !BC役半 1/4以下存

第II図 3 3 第13図
4•I 

29閑器 仏餃器 7 4 消I 瀬戸・美沿 !BC後半-19C 灰釉 62困器 ば鉢 清I 瀬戸 災沿 17Cliり半 1/4以下存
第II図 41 2/3存 第13図

5 5 
30閑器 仏餃器 7 0 溝l 瀬戸・美澄 18C役半-19C 灰柚

第11図 、I5 脚台部ほぽ完存
63固器 紡 111 溝I 杞前 17C中業 2/3存 底部完存

第13図 4 5 
5 4 7 0 

31悶若 仏餃器 7 5 溝I 瀬戸•美澄 18C後半-19C 灰I蘭
第II図 �2 2/3存

64由器 防 12 9 溝I 肥前 17C中採 2/3存 旺部完存
第13図 、I7 

4 95 8 2 
32由器 仏飯器 溝l 瀬戸・美洛 IBC役半-19C 灰釉 応閑器 防 消I 肥前 l7C巾採 1/3存

第11図 4 5 ほぽ完存 第13図 5 0 底部ほぽ完(j

33困器 仏餃器 溝l 瀬戸 ・ 芙澄 ISC役半-I9C 灰袖
第II図 、I 6 脚台部 ほぽ完存

66閑器 皿 漬1 杷liり 17C後半-1sc前半 l'I様f釦皿
第13図 4 5 l!fllt 底部完存
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第6表 出土遺物観察表2

口径 口径
番g 種別 器 種 底径 tll土地点 程 地 生程年代 1; 考

器祁(cm)
番号 種別 器 fヽ 底径 出土地点 在 地 生径年It 備 考

器麻(cm)
67固器 荻 溝l 杞前 17Ci!i半-1sc前半 紺緬祁台

第13図 3 8 1/i/ll 1/4以下存
100磁器 油壺 淋I 記前 18C-19C前半 1/3存

第16図 ·I 8 

68向器 皿 19 7 溝I 尼iiiJ 17C後半-,sc前半 麻台内刻印r悧
第l•I図 9 8 京焼写し 銘 ほぽ完存

IOI磁器 そは猜Ll 7 6 溝I 杞前 18C-19C前半 1/4以下存
第16図

5、 65 111水文
69困器 皿 溝I 杞前 l7C後半-1sc前半 内面に崩9した楼,�,

第14図 4 9 京焼写し tit水文
l02 磁器 紅皿 6 0 表土 肥前 18C-19C前半 白磁型押し成形

第13図 2 6 1/2存
1/•I以下存 I 15 

70掏器 J[l 表土 肥前 17C後半-1sc前半 内面にIMれた楼l�I
第l<I図 5 0 京煉写し 山水文 1/� 以下存

103磁器 花器 13 2 表 土 杷前 l8C-l9Ciiり斗i 1/4 以下存
笥13図

底部1/2存
71固器 lil 溝l 肥前 17C後半-!SC前半 内面に崩れた楼IMI

第14図 5 I 京焼写し 山水文
底部完存

IQ.l困器 捏鉢 溝I 常滑 !SC ロ粒
第13図 1/4 以下存

72困骰 碗 9 5 溝I 杞1m 17C後半-,sc前半 外 白土イッチン
第1'l図 4 3 現川 内 白土むl毛日

6 05 2/3存

105閑器 捏鉢 溝l 常滑 !SC 口株
第13図 1/4 以下存

73磁器 皿 19 7 溝I 尼前 17C中業 漆Ii!ぎ
第1,1図 8 I 2/3存 底部完存

106閑器 Ill! 潰I 常滑 !SC後半 N字叫＼
第13図 1/� 以下存

3 55 

74磁器 皿 20 5 溝l 肥前 17C後半-!BC前半 見込 蛇の目釉
ク判

ハ
第14図 10.0 ギ・コンニャ

107固器 捏鉢 溝l 常滑 底郎 1/4以下存
第13図 16 7 

、IA 五弁花 漆fllぎ
75磁器 Jll 13 4 溝l 記前 17C後半-1sc前半 見込・コンニャク 108困器 児 清l 常滑 ISC役半 たたき目

第14図 8 2 判五弁花 2/3存 第13図 1/4以下存
3 05 

76磁器 皿 12 9 溝l 杷前 17C後半-1sc前牛 掛弾き
第15図 7 7 見込・コンニャク判

109悶器 甕 表土 常滑 たたき目
第13図 1/•l以下存

3 I 五弁花 1/3存
77磁器 口 13 5 溝I 杞前 17C後半-1sc前半 1/4以下存

第15図 8 I 
110困器 小鉢 13 8 溝I 志戸呂 11c,i,-1scりJ 1/4存

第13図 8 9 
3 0 9 3 

78磁器 Ill 9 2 溝I 杞前 ルリ釉恰花
第15図 4 8 昼弾き

Ill淘器 小皿 溝I 志戸呂 17C中-!BC 底部 11,1存
第17図 5 3 

2 2 ほぽ完存
79磁器 仏餓器 8 5 清l 肥前 17C後半-1sc前半 脚台部完存

第15図 3 9 
112悶器 t月鉢 溝l 志戸呂 17C 1/4以下存

第11図
6 I 

80磁器 l!ll 8 7 溝1 肥前 17C後半-18C前半 1/4以下存
第15図

113店器 甕 18 6 溝I 志戸呂 !SC前半 鉄釉
第11図 ロtl部2/3存

81磁器 小ir- 5 9 溝l 肥前 17C後半-1sc前半 高台Iが大明年製」
第15図 3.1 銘(I如が白内、

114閑器 壺 溝l 志戸呂 17C 胴下半2/3存
第17図 1,1 0 

5 7 磁器の焼成失敗）
82磁器 段頂ね 12、1 溝l 肥前 17C後半-1sc前半 1/2存

第15図 （酋わ） 7 85 
115閑器 甕 表土 志戸呂 ISC前半 径の1/4存

第17図 30 3 
9 5 

83磁器 坑 10.3 溝I 肥前 IBC前半 見込
第15図 4 I 蛇の日f自ハギ

116 1/磁 ill 26 6 溝l 中国 13C 内面劃花文
第11図 龍泉窯系

4 7 ほぽ完存 1/•l以下存
84磁器 防 111 浪l 肥前 18C前半 1/2存

第15図 4ヽI
117 11磁 碗 溝2 中国 13C ，，，面劃It文

第19図 1/4以下存
5 65 

85磁器 朗 10 2 溝I 肥前 !BC前半 口鉗
第15図 4 I 麻台Iが大明年製j

5 6 銘 2/3存

118 11磁 防 溝l 中国 l3C 外面桟連弁文
第19図 龍泉窯系

1/4以下存
86磁器 朔 II 5 溝I 杷前 18C前半 見込

第15区l 4 3 蛇の町如ヽギ
119 flぼ 防 溝I 中国 13C 内面劃IE文

第19図 龍泉窯系
6 I 1/2存 1/4以下存

87磁器 朗 IO 6 溝l 肥前 !SC前半 見込
第15図 4 0 蛇の目袖ハギ

4.7 2/3存

120 fl磁 碗 溝l 中国 13C 内面劃IE文
第19図 同安窯系

外面也掻文
88磁器 院 9 9 溝I 杷前 IBC前半 コンニャク判

第15図 4 0 2/3存
121白磁 統 溝I 中国 l2C前半 ロi沼郎玉ll状に杷

第19図 厚・外面ピンポー
4 7 ル ・白磁院IV煩

89由器 院 溝l 肥前 ISC前半 底郎完存
第15図 4 7 

122白ぼ 院 溝I 中国 12C前半 1/4以下存
第19図

90磁器 院 表土 杞前 ISC前半 麻台内に銘あり
第15図 5 1 1/4存

123 fl磁 院 溝1 中国 !JC 内面劃花文
第19図 同安窯系

1/.J以下存
91滋器 碗 8 8 溝l 杷前 ISC前半 1/4以下存

第15図
124磁器 Cl (鉢） 13 2 溝I 中国（明） l7C中葉 蛇の目高台

第19図 5 OS 底部完存
" 3 

92磁器 浣 9 9 表土 肥前 18C前半 1/4以下存
第15図

125 
惜『

Ell 8 I 溝I 灯明mに使用
第17図 1/•l存

93磁器 防 9 3 溝l 肥前 IBC後半 小九防
第16図 2 8 氷裂地に菊花

44 2/3存

126 胃1
＂； 溝l IIC 足麻閲台

第11図 底部1/2存

9-1磁器 碗 10 3 渭I 記前 IBCi,: 半 小丸防
第16図 41 氷裂地に菊花

121土師R ＂； 溝I IIC 1/3存
第17図 土習 6 6 

、I 7 1/2存

95磁器 防 lO 2 溝1 肥前 !BC後半 小九病
第16図 氷製地に菊花

128 ]閉 Jf 4 7 溝I 灯明具？
第17図 G.8 1/4存

1/4以下存

96磁器 防 IO 3 溝1 肥前 !BC後半 1/2存 底部完存
第16図 、11

129土釘H 皿 4ヽI 溝I 18C後半-19C ひょうそく
第11図 土替 2 8 （灯明具）

4 6 I 6 ほぽ完存
97磁器 坑 8 7 溝I 肥前 IBC後半 1/2存

第13図 3 05 
4 6 

130土釘月 火針 溝4 ISC-l9C 回転印刻文
第11図 土笞 l/4以下存

98磁器 坊 7 0 溝I 肥前 18C役半 1/2存
第16図 2 75 

131土釘R 火針 表 土 IBC-19C 1/4以下存
第17図土笞

3 7 

99磁器 そば枯口 7 8 溝l 杞前 l8C-l9C前半 高台内に銘あり
第16図 4 6 2/3存

132 壺 表 土 弥生時代役期～ 壺底部
第17図 8 0 古J11時代前期 1/•l以下存
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